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近年，群衆の知や力を利用して計算機だけでは困難な問題の解決を行うクラウドソーシ

ングシステムが数多く登場している．クラウドソーシングシステムには，選択演算や結合

演算など DB 操作に対応する人手の演算（Human-powered 演算）がしばしば含まれる．

本論文ではそのような演算のひとつである Human-powered Joinの効率化について議論す

る．Human-powered Join とは，人手によって結合条件の判定を行う結合演算であり，一

般に計算機による結合条件の判定が難しい場合に利用される．既存研究では，

Human-powered Joinの効率化手法のひとつとして Join Pre-filterを利用するものが提案

されているが，それが適用可能な範囲は限定されていた． 

本論文では，Join Pre-filterを利用する既存の効率化手法が前提とする仮定が成立しない

場合であっても適用可能な効率化手法である Crowdsourced Join Pre-filterを提案する．本

論文の貢献は次の通りである． 

（1）クラウドソーシングによる処理効率化．多くのデータ中心型クラウドソーシングシ

ステムは，データ収集や処理をクラウドソーシングするが，その処理効率化はプログラマ

が指定する必要がある．一方，提案手法は，データ収集や処理をクラウドソーシングする

だけでなく，その処理効率化自体もクラウドソーシングする手法である． 

（2）クラウドソーシング手法の評価尺度の提案．クラウドソーシングを行うためには，

ワーカが行うタスクを小さな単位に分割する必要がある．本論文では，このタスク分割の

適切性を評価するための尺度を提案する． 

（3）提案手法の理論的な分析と実験による評価．提案手法を実現するマイクロタスクが

適切であることを理論的に評価する．また，提案手法の有効性をクラウドソーシングプラ

ットフォーム Crowd4U上で行った実験により評価する．本実験においては，提案手法が既

存の Join Pre-filter を利用した効率化手法と比較して遜色ない性能を示した．また，静的

なデータベースだけでなく，タプルが継続的に追加される動的なデータベースを対象とし

た場合においてもシミュレーションを用い，提案手法が効果的である可能性を示した． 
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